
(57)【要約】

【課題】入力されＦＭ信号の周波数の上限を延ばすこと

ができる上に、低消費電力化、低価格化の実現を図るこ

と。

【解決手段】電圧振幅検出器１は、入力されるＦＭ信号

の電圧振幅を検出する。減衰器２は、そのＦＭ信号の振

幅を周波数に比例させて低下させ、振幅が低下されたＦ

Ｍ信号を出力する電圧振幅検出器３は、減衰器２で減衰

されたＦＭ信号の電圧振幅を検出する。振幅変化分検出

器４は、電圧振幅検出器１で検出された振幅値と電圧振

幅検出器３で検出された振幅値と比率を求め、この求め

た比率の変化分に応じて時間軸上で変化する出力信号を

ＦＭ復調信号として生成して出力する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｆ Ｍ 信 号 を 入 力 し 、 そ の Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 を 検 出 す る 第 １ 振 幅 検 出 手 段 と 、
　 前 記 Ｆ Ｍ 信 号 を 入 力 し 、 そ の Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 を 周 波 数 に 比 例 さ せ て 低 下 さ せ る 減 衰 手 段
と 、
　 前 記 減 衰 手 段 の 出 力 の 振 幅 を 検 出 す る 第 ２ 振 幅 検 出 手 段 と 、
　 前 記 両 振 幅 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た 両 振 幅 の 変 化 分 を 検 出 し 、 こ の 検 出 変 化 分 に 応 じ た 信
号 を 出 力 す る 振 幅 変 化 分 検 出 手 段 と 、
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る Ｆ Ｍ 復 調 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｆ Ｍ 信 号 を 復 調 す る Ｆ Ｍ 復 調 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の Ｆ Ｍ 復 調 装 置 と し て 、 入 力 さ れ た Ｆ Ｍ 信 号 を パ ル ス に 変 換 す る リ ミ ッ タ 回 路 と 、
こ の リ ミ ッ タ 回 路 が 出 力 す る 信 号 の 一 方 を 遅 延 さ せ る 遅 延 回 路 と 、 リ ミ ッ タ 回 路 の 出 力 す
る 他 方 の 信 号 と そ の 遅 延 さ せ た 信 号 と の 論 理 積 演 算 に よ り 得 ら れ る 信 号 を 出 力 す る ア ン ド
回 路 と 、 こ の ア ン ド 回 路 の 出 力 に よ り 復 調 信 号 を 得 る 低 域 通 過 フ ィ ル タ と か ら 構 成 さ れ る
も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ８ ５ ４ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の Ｆ Ｍ 復 調 装 置 で は 、 ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ る ア ン ド 回 路
な ど を 有 し 、 パ ル ス の 論 理 演 算 が 行 わ れ る 。 こ の 場 合 に 、 パ ル ス の 幅 は ト ラ ン ジ ス タ の 持
つ 容 量 成 分 に 大 き く 影 響 さ れ 、 Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 が 高 く な る と 、 Ｆ Ｍ 復 調 装 置 と し て の 機
能 が 大 幅 に 劣 化 す る 。 こ の よ う な 不 具 合 を 解 消 す る た め に 、 ガ リ ウ ム 砒 素 （ Ｇ ａ Ａ ｓ ） の
電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ を 使 用 す る よ う に し て も 良 い が 、 入 力 さ れ る Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 は ５
〔 Ｇ Ｈ ｚ 〕 程 度 が 限 界 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 遅 延 回 路 は 、 差 動 回 路 を 数 段 直 列 に 並 べ た も の が 一 般 的 で あ る 。 こ の よ う な 構
成 で は 、 Ｆ Ｍ 復 調 装 置 の 面 積 、 消 費 電 力 が 大 き く な っ て し ま う と い う 不 具 合 が あ る 。
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み 、 入 力 さ れ る Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 の 上 限 を 延 ば
す こ と が で き る 上 に 、 低 消 費 電 力 化 、 低 価 格 化 の 実 現 が 可 能 で あ る Ｆ Ｍ 復 調 装 置 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 し 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 以 下 の よ う な 構 成 か ら
な る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 Ｆ Ｍ 信 号 を 入 力 し 、 そ の Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 を 検 出 す る 第 １ 振 幅 検 出
手 段 と 、 前 記 Ｆ Ｍ 信 号 を 入 力 し 、 そ の Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 を 周 波 数 に 比 例 さ せ て 低 下 さ せ る 減
衰 手 段 と 、 前 記 減 衰 手 段 の 出 力 の 振 幅 を 検 出 す る 第 ２ 振 幅 検 出 手 段 と 、 前 記 両 振 幅 検 出 手
段 で 検 出 さ れ た 両 振 幅 の 変 化 分 を 検 出 し 、 こ の 検 出 変 化 分 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 振 幅 変
化 分 検 出 手 段 と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 か ら な る 本 発 明 に よ れ ば 、 入 力 さ れ る Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 の 上 限 を 延 ば
す こ と が で き る 上 に 、 低 消 費 電 力 化 、 低 価 格 化 の 実 現 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 発 明 の Ｆ Ｍ 復 調 装 置 の 実 施 形 態 の 構 成 に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る
。
　 こ の 実 施 形 態 に 係 る Ｆ Ｍ 復 調 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 電 圧 振 幅 検 出 器 １ と 、 減 衰 器
２ と 、 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ と 、 振 幅 変 化 分 検 出 器 ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 電 圧 振 幅 検 出 器 １ は 、 入 力 さ れ る Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 （ 電 圧 振 幅 ） を 検 出 す る も の で あ る 。
こ の 電 圧 振 幅 検 出 器 １ は 、 入 力 さ れ る Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 が 、 図 １ に 示 す よ う に ピ ー ク ・ ピ ー
ク 値 で Ｖ １ の 場 合 に は 、 そ の ピ ー ク ・ ピ ー ク 値 を 検 出 す る の が 好 ま し い 。
　 減 衰 器 ２ は 、 Ｆ Ｍ 信 号 を 入 力 し 、 こ の Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 を 周 波 数 に 比 例 さ せ て 低 下 さ せ 、
振 幅 が 低 下 さ れ た Ｆ Ｍ 信 号 を 出 力 す る も の で あ る 。 こ の 減 衰 器 ２ の 周 波 数 特 性 （ 周 波 数 －
出 力 電 圧 特 性 ） の 一 例 を 示 す と 、 図 ２ に 示 す よ う に な る 。 こ の 減 衰 器 ２ は 、 例 え ば 、 図 ２
に 示 す よ う な 特 性 を 有 す る 伝 送 路 な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ は 、 減 衰 器 ２ で 減 衰 さ れ た Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 （ 電 圧 振 幅 ） を 検 出 す る も
の で あ る 。 こ の 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ は 、 減 衰 器 ２ の 出 力 信 号 の 振 幅 が 、 図 １ に 示 す よ う に ピ
ー ク ・ ピ ー ク 値 で Ｖ ２ の 場 合 に は 、 そ の ピ ー ク ・ ピ ー ク 値 を 検 出 す る の が 好 ま し い 。
　 振 幅 変 化 分 検 出 器 ４ は 、 電 圧 振 幅 検 出 器 １ で 検 出 さ れ た 振 幅 値 と 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ で 検
出 さ れ た 振 幅 値 と 比 率 を 求 め 、 こ の 求 め た 比 率 の 変 化 分 に 応 じ て 時 間 軸 上 で 変 化 （ 増 減 ）
す る 出 力 信 号 を Ｆ Ｍ 復 調 信 号 と し て 生 成 し て 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 構 成 か ら な る 実 施 形 態 の 動 作 例 に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て
説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 い ま 入 力 さ れ る Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 を ｆ １ 、 そ の 振 幅 を Ｖ １
と す る 。 こ の 場 合 に 、 そ の Ｆ Ｍ 信 号 は 、 電 圧 振 幅 検 出 器 １ と 減 衰 器 ２ と に そ れ ぞ れ 入 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の Ｆ Ｍ 信 号 は 、 電 圧 振 幅 検 出 器 １ に そ の ま ま 入 力 さ れ て そ の 振 幅 値 が 検 出 さ れ る 。 こ
の た め 、 電 圧 振 幅 検 出 器 １ が 検 出 す る 検 出 値 は Ｖ １ と な り 、 こ れ が 振 幅 変 化 分 検 出 器 ４ に
入 力 さ れ る 。
　 一 方 、 減 衰 器 ２ に 入 力 さ れ る Ｆ Ｍ 信 号 は 、 そ の 周 波 数 ｆ １ に 従 っ て そ の 振 幅 は Ｖ ２ に 低
下 し （ 図 １ お よ び 図 ２ 参 照 ） 、 こ れ が 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ に 入 力 さ れ て そ の 振 幅 値 が 検 出 さ
れ る 。 こ の た め 、 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ が 検 出 す る 検 出 値 は Ｖ ２ と な り 、 こ れ が 振 幅 変 化 分 検
出 器 ４ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 振 幅 変 化 分 検 出 器 ４ で は 、 そ の 検 出 値 Ｖ １ と 検 出 値 Ｖ ２ と の 比 率 Ｖ ２ ／ Ｖ １ を 求 め 、 こ
の 求 め た 比 率 に 応 じ た 信 号 を 生 成 し て 出 力 す る 。
　 次 に 、 入 力 さ れ る Ｆ Ｍ 信 号 の 振 幅 が Ｖ １ の ま ま で 周 波 数 が ｆ １ か ら ｆ ２ に 変 化 （ 低 下 ）
し た も の と す る （ ｆ １ ＞ ｆ ２ ） 。
　 こ の 場 合 に は 、 電 圧 振 幅 検 出 器 １ が 検 出 す る 検 出 値 は Ｖ １ で 変 化 せ ず 、 こ れ が 振 幅 変 化
分 検 出 器 ４ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 減 衰 器 ２ か ら の 出 力 は 、 Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 が ｆ １ か ら ｆ ２ に 変 化 し た こ と に 伴 な
い 、 そ の 振 幅 が Ｖ ２ か ら Ｖ ２ ’ に 増 加 し （ 図 ２ 参 照 ） 、 こ れ が 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ に 入 力 さ
れ て そ の 振 幅 値 が 検 出 さ れ る 。 従 っ て 、 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ が 検 出 す る 検 出 値 は Ｖ ２ か ら Ｖ
２ ’ に 変 化 し 、 こ れ が 振 幅 変 化 分 検 出 器 ４ に 入 力 さ れ る 。
　 こ の た め 、 振 幅 変 化 分 検 出 器 ４ が 検 出 す る 比 率 は 、 Ｖ ２ ／ Ｖ １ か ら Ｖ ２ ’ ／ Ｖ １ に 変 化
し 、 こ の 変 化 に 応 じ て 生 成 さ れ る 出 力 信 号 も 時 間 軸 上 で 変 化 （ 増 減 ） す る 。 従 っ て 、 振 幅
変 化 分 検 出 器 ４ か ら 出 力 さ れ る 出 力 信 号 は 、 Ｆ Ｍ 信 号 が 復 調 さ れ た 復 調 信 号 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 こ こ で 、 減 衰 器 １ の 出 力 特 性 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 周 波 数 に 比 例 す る よ う に な っ て い る
。 こ の た め 、 Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 ｆ １ ， ｆ ２ の 関 係 が ｆ １ ＝ ２ × ｆ ２ と す る と 、 次 の （ １ ）
式 の 関 係 が 成 り 立 つ 。
　 ２ × （ Ｖ ２ ／ Ｖ １ ） ＝ （ Ｖ ２ ’ ／ Ｖ １ ） ・ ・ ・ （ １ ）
　 （ １ ） 式 に よ れ ば 、 Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 が ｆ １ か ら ｆ ２ に 変 化 （ 低 下 ） し て １ ／ ２ に な る
と 、 振 幅 変 化 分 検 出 器 ４ が 求 め る 上 記 の 比 率 は ２ 倍 に 変 化 す る 。 従 っ て 、 振 幅 変 化 分 検 出
器 ４ で は 、 そ の 比 率 の 大 幅 な 変 化 を 利 用 し て 時 間 軸 上 で 変 化 す る 信 号 を 容 易 に 生 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 入 力 さ れ Ｆ Ｍ 信 号 の 周 波 数 の 上 限 を 延 ば
す こ と が で き る 上 に 、 低 消 費 電 力 化 、 低 価 格 化 の 実 現 が 可 能 で あ る 。
　 な お 、 図 １ に 示 す 振 幅 変 化 分 検 出 器 ４ で は 、 電 圧 振 幅 検 出 器 １ と 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ と で
検 出 さ れ た 両 振 幅 値 の 比 率 を 求 め 、 こ の 求 め た 比 率 の 変 化 分 に 応 じ て 時 間 軸 上 で 変 化 す る
出 力 信 号 を Ｆ Ｍ 復 調 信 号 と し て 生 成 出 力 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し 、 こ れ に 代 え て 、 電 圧 振 幅 検 出 器 １ と 電 圧 振 幅 検 出 器 ３ と で 検 出 さ れ た 両 振 幅 値
の 差 分 を 求 め 、 こ の 求 め た 差 分 に 応 じ て 時 間 軸 上 で 変 化 す る 出 力 信 号 を Ｆ Ｍ 復 調 信 号 と し
て 生 成 出 力 す る よ う に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 減 衰 器 の 出 力 特 性 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ・ ・ ・ 電 圧 振 幅 検 出 器 、 ２ ・ ・ ・ 減 衰 器 、 ３ ・ ・ ・ 電 圧 振 幅 検 出 器 、 ４ ・ ・ ・ 振 幅 変
化 分 検 出 器 。
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